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稚
内
港
に
、古
代
ロ
ー
マ
の
神
殿
を
彷
彿
（
ほ
う
ふ
つ
）

さ
せ
る
防
波
堤
が
あ
る
。「
稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
防
波
堤
が
で
き
た
の
は
１
９
３
６
年（
昭
和
11
年
）

の
こ
と
。
宗
谷
本
線
か
ら
樺
太
へ
の
稚
泊
（
ち
は
く
）
連

絡
船
に
乗
り
換
え
る
旅
客
や
貨
物
を
、
強
烈
な
風
雪
や
波

し
ぶ
き
か
ら
守
る
た
め
に
造
ら
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
高
さ
11
・
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
15
・
２
メ
ー
ト
ル
、

延
長
４
２
７
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

　

当
時
、
連
絡
船
が
発
着
す
る
こ
の
埠
頭
ま
で
線
路
が
延

び
、
ド
ー
ム
と
桟
橋
の
間
に
「
稚
内
桟
橋
駅
」
が
設
置
さ

れ
て
い
た
。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）、
終
戦
で
樺
太

が
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
領
と
な
り
、
樺
太
航
路
が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
、
多
く
の
旅
客
や
荷
貨
物
扱
い
で
活
気
に
満
ち

て
い
た
。

　

戦
後
は
石
炭
置
き
場
に
な
り
、
桟
橋
駅
舎
は
１
９
７
２

年
、
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
、
１
９
７
６
年
、
防
波

堤
ド
ー
ム
も
劣
化
の
た
め
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

保
存
を
求
め
る
市
民
の
熱
心
な
働
き
か
け
で
、
原
型
を
忠

実
に
再
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
１
９
８
０
年
、
復
元
工
事

が
完
成
し
た
。

　

こ
の
防
波
堤
ド
ー
ム
の
設
計
者
は
26
歳
の
北
海
道
庁
技

師
・
土
谷
実
だ
が
、
実
は
も
う
一
人
、
土
谷
を
抜
擢
し
た

重
要
な
人
物
が
い
た
。
網
走
と
稚
内
の
築
港
事
務
所
長
を

兼
務
し
た
技
術
者
、
平
尾
俊
雄
だ
。
平
尾
は
若
い
土
谷
の

才
能
を
見
抜
き
、
稚
内
港
北
防
波
堤
の
設
計
に
あ
た
り
、

防
波
堤
の
胸
壁
を
越
え
る
波
と
、
海
中
に
打
設
し
た
、
木

く
い
の
腐
食
の
観
測
を
命
じ
た
。
平
尾
は
、
稚
内
特
有
の

強
烈
な
風
と
高
波
は
高
さ
７
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
簡
単
に
越

え
る
結
果
を
見
て
、
防
波
堤
に
屋
根
を
設
け
る
こ
と
と
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
い
を
使
う
こ
と
を
決
断
す
る
。

　

設
計
に
あ
た
っ
た
土
谷
は
途
方
に
暮
れ
た
と
い
う
。
庇

（
ひ
さ
し
）
の
付
い
た
防
波
堤
な
ど
、
日
本
の
誰
も
造
っ
た

経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
大
学
の
卒
業
論
文
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
を
手
掛
け
、
外
国
文
献
を
ひ
も

と
い
た
経
験
が
役
に
立
っ
た
。
大
学
の
講
義
で
強
く
印
象

に
残
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
建
築
の
講
義
資
料
を
持
っ

て
い
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
古
代
ロ
ー
マ
の
影
響
を
感
じ

取
れ
る
ド
ー
ム
の
外
観
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　

後
年
、
土
谷
氏
は
、
デ
ザ
イ
ン
は
「
怖
い
も
の
知
ら
ず
」

が
幸
い
し
た
が
、
後
で
「
型
枠
」
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

も
し
、
い
っ
ぱ
し
の
港
湾
屋
だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
大
変
な

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
、
と
語
っ

て
い
る
。

　

今
年
２
０
１
８
年
３
月
に
開
設
さ
れ
た
稚
内
市
樺
太
記

念
館
（
稚
内
市
港
１
の
６
の
28　

稚
内
副
港
市
場
２
階
）

に
、
稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
に
つ
い
て
の
詳
し
い
展
示

が
あ
り
、
桟
橋
駅
の
模
型
も
あ
る
。

　

樺
太
は
、
終
戦
間
際
の
ソ
連
参
戦
で
戦
場
と
な
り
、
大

混
乱
の
緊
急
引
き
揚
げ
や
、
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
、
自
決
し
た

電
話
交
換
手
「
九
人
の
乙
女
」
の
悲
話
な
ど
、
悲
し
い
歴

史
が
残
る
が
、
そ
ん
な
史
実
も
防
波
堤
ド
ー
ム
は
語
り
継

い
で
い
く
。

ドームの回廊は427メートルもある。冬季の風波
を受け止め、乗降客や列車、貨物などを守る頼もし
い防波堤だったことがよく分かる

青 木 和 弘

稚内市稚内港

ローマ遺跡を彷彿
北防波堤ドーム
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市
内
を
見
下
ろ
し
、
遠
く
サ
ハ
リ
ン
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
稚
内
公
園
に
は
、
引
き
上
げ
の
悲
劇
を
物
語
る
樺
太

島
民
慰
霊
碑
「
氷
雪
の
門
」
像
や
、「
九
人
の
乙
女
碑
」

が
あ
る
。

　

現
在
、
稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
は
、
稚
内
の
歴
史
を

語
る
第
一
級
の
観
光
施
設
と
な
り
、
近
く
に
公
園
も
整
備

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
稚

内
駅
か
ら
桟
橋
駅
に
続
く
線
路
な
ど
は
撤
去
さ
れ
た
が
、

防
波
堤
と
し
て
の
機
能
は
維
持
さ
れ
て
、
そ
の
後
も
利
尻

島
や
礼
文
島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
な
ど
、
多
く
の
船
が
発

着
す
る
稚
内
港
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

意
匠
の
優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
少
し
ず
つ
影
響
を
与
え
、
文
化
形
成
に
ひ
と
役

を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

に
指
定
さ
れ
、
北
海
道
遺
産
に
も
な
っ
て
い
る
。

ローマ遺跡を思わせる柱は70本。大胆なドームの屋根を設けた防波堤は、型枠設計に大変な苦労を強いられたという。
かつては、夏になるとサイクリングの若者らがこの回廊でキャンプをしたが、いまは禁止になっている

ドームの脇から堤防に登って見下ろすと、防波堤で
あることがよく分かる


